
 
 
 

 
 

雑草という名の植物はない 

校長  小松田 早苗  

 

 「雑草という名の植物はない。」と言ったのは、植物分類学の父、牧野富太郎です。日本中を歩き回

って植物採集をし、９５年の生涯で５０万点に近い標本を集めた彼は、２５００種の学名を付け、それ

を実証しました。 

私たちは、花壇や畑で育てている草木や作物に十分な栄養を行き渡らせるため 

に、雑草を抜いてしまいますが、そこに生えている草の一本一本に名前がある 

ということはほとんど意識していません。雑草かどうかは、その人にとって必要 

かどうかで決まります。自分の都合で勝手に決めているだけなのです。もし、一つ一つの草を認識し

て、じっくり見ていったなら、「ぺんぺん草（ナズナ）だ。小さい頃よく遊んだな。」「この草の香り、

もしかしてハーブの一種かな。」などと、新たな気付きや思いが生まれてくるかもしれません。 

このことを人に当てはめて考えてみるとどうでしょう。どの人にも名前があり、他の誰とも違う存

在です。必要な人、不要な人なんてありません。付き合ってみれば、どのような個性があり、どんな考

えをもった人なのかが分かってきます。子供たちのコミュニティは狭い範囲のものだと思いがちです

が、インターネットで世界中の人とつながることができる現在、どんな場面でも相手を尊重する気持

ちを育んでいくことが大切です。 

一方で、「雑草魂」という言葉もあります。部活動などで耳にすることがある言葉です。サッカーワ

ールドカップフランス大会(1998)に日本が初出場を決めた“ジョホールバルの歓喜”で、決勝ゴールを

決めた岡野雅行さんは、自分の信条を例えてよくこの言葉を使いました。強豪校の出身でもなく、プロ

の選手になれるとは思っていなかった自分が、スピードを武器に周りのサッカーエリートたちに負け

まいと奮闘してきたことを、踏まれてもまた立ち上がる雑草に見立てたのです。この言葉には、自立心

や忍耐強さといった、たくましく生きる力が込められています。自分を「雑草」と呼びながらも、そう

やって成長してきた自分を認める言葉だと思います。 

 

１１月は、「いじめ防止月間（ふれあい月間）」として、いじめの予防、早期解決に取り組んできまし

た。また、１２月４日～１０日は「人権週間」として、全国的に人権啓発活動を強化しています。こう

した取組が繰り返し呼び掛けられるのは、これらをきっかけに、大人も子供も人権を大切にする意識

をしっかりもっていなければ、よりよい社会生活が望めないことの表れです。一人一人の人権を大切

にすることは、常に意識していなければならないことです。本校では、人権尊重を次のように表現し、

子供たちに伝えています。 

 自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること  

何気ない日常の中に、人を軽んじたり、傷付けたりする言動はないか、自ら点検しながら、自他を大

切にすることについて、具体的に考えさせていきたい師走です。 
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〈スクールカウンセラー 来校予定〉 

１２月４日（月）１１日（月）１８日（月）２５日（月） 

※お問い合わせ 

スクールカウンセラー直通番号 TEL 090－7196－9537 

 朝…朝会  学…朝学習  体…体育朝会  短…短縮時程  ロング中休み…朝学習なし、３校時から通常時程 

※（  ）内の数字は該当学年     ※日付下部の数字は左から順に第１学年から第６学年までの授業時間 

※クラブ・委員会のある日は、授業は５時間ですが、実質６時間目終了後と同等の下校時刻になります。    

 

特別支援教育コーナー 

特別支援コーディネーター  山縣 靖子 

１２月になりました。２学期も終わりに近づき、３学期が始まるといよいよ次の学年への準備が

始まります。この１年で、できるようになったこと、頑張ったことがたくさんあると思います。 

子供たちの「できる」「頑張る」を応援するのが特別支援の考え方です。子供たちの中から時々

「ムリ！」という言葉が聞こえてきます。「ムリ」なことも支援の仕方や手だての工夫、一人一人

の「好きなこと」や「得意なこと」に目を向けることで、「できた！」に変えていけることがあり

ます。 

北町西小学校では、担任だけでなく、専科の教員や校長、副校長、ことばの教員やスクールカウ

ンセラー、心のふれあい相談員、生活支援員たちが、チームになって特別支援教育を支えています。 

一人一人に寄り添い、子供たちの「できた！」を一緒に喜んでいけるように、これからも取り組

んでまいります。お家の方からの相談もいつでも受け付けております。「こんなこと…」と思わず

お気軽にご相談ください。 

 

１２月の行事予定 

 

今月の生活指導目標 
 

仲良く助け合おう 
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日 月 火 水 木 金 土
1 2

安全指導点検
大根収穫体験(3)
委員会⑧

3 4 5 6 8 9
エコキャップ強化週間結果発表
避難訓練（不審者対応）
ALT

社会科見学(4)浅草＆有明
持久走タイム（中休み）
ALT

午前授業･給食あり
ALT

午前授業･給食あり
持久走タイム（中休み）

クラブ⑧ 学校公開
体力向上旬間終
作品展示(1･4)

7

10 11 12 13 15 16
持久走記録会
ALT

ALT 午前授業･給食あり(1-2を除く)
校内研究授業(1-2･5校時)
ALT

たてわり遊び 午前授業･給食あり
リコーダー演奏会鑑賞(3)

14

17 18 19 20 22 23
ALT 診断テスト（3･4･5･6）

ALT
社会科見学(3)ふるさと文化館
移動教室説明会(5)
ALT

給食終
クラブ⑨

21

24 25 26 27 29 30
午前授業
終業式

冬季休業始

28


